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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
年
金
財
政
検
証
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
六
月
三
日
に
公
表
し
た
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
に
係
る
財
政
の
現
況
及
び
見
通
し
（
以
下
「
財
政
検
証
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
経
済
前
提
と
し
て
は
、
八
通
り
を
設
定
し
て
お
り
、
物
価
上
昇
率
、
実
質
賃
金
上
昇
率
、
実
質
運
用

利
回
り
及
び
実
質
的
な
運
用
利
回
り
（
運
用
利
回
り
か
ら
賃
金
上
昇
率
を
控
除
し
た
も
の
を
い
う
。
）
を
お
示
し
し
て
い
る

が
、
中
長
期
的
な
名
目
成
長
率
及
び
名
目
長
期
金
利
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い
。

な
お
、
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
の
経
済
前
提
は
、
内
閣
府
が
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
に
公
表
し
た
「
中
長
期
の
経
済

財
政
に
関
す
る
試
算
」
（
以
下
「
中
長
期
試
算
」
と
い
う
。
）
に
準
拠
し
て
設
定
し
て
お
り
、
平
成
三
十
六
年
度
以
降
の
長

期
的
な
経
済
前
提
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
年
金
財
政
に
お
け
る
経
済
前
提
と
積
立
金
運
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
に
お
い
て
、
中
長
期
試
算
等
を
参
考
に
検
討
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
設
定
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

財
務
省
と
し
て
は
、
中
長
期
的
な
名
目
成
長
率
及
び
名
目
長
期
金
利
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
内
閣
府
に
お
い

て
、
中
長
期
試
算
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
の
名
目
成
長
率
及
び
名
目
長
期
金
利
を
試
算
し
、
公
表
し
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
中
長
期
的
な
名
目
成
長
率
及
び
名
目
長
期
金
利
は
想
定
し
て
い

な
い
が
、
内
閣
府
に
お
い
て
中
長
期
試
算
を
公
表
し
て
お
り
、
財
政
検
証
に
お
け
る
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
の
経
済
前
提
は

中
長
期
試
算
に
準
拠
し
て
設
定
し
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

株
価
の
形
成
要
因
と
し
て
は
様
々
な
要
素
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
に
よ
る

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
及
び
積
立
金
の
取
崩
し
が
株
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
同
法
人
に
よ
る
年
金
積
立
金
の
運
用
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
七
十
九
条

の
二
及
び
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
専
ら
厚
生
年
金
保
険
及

び
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
場
そ
の
他
の
民
間
活
動
に
与
え
る

影
響
に
留
意
し
つ
つ
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
踏
ま
え
、
同
法
人
に
お
い
て
は
、
資
金
の
投
入
及
び
回

二



収
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
の
時
期
へ
の
集
中
を
回
避
す
る
よ
う
努
め
る
等
、
市
場
環
境
に
応
じ
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

三


